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人
び
と
か
ら
親
し
み
と
尊
敬
を
込
め
て
「
お
み
ど
う
」
と
呼
ば
れ
る
聖
心
女
子
大
学
の
キ
リ
ス
ト
教
聖
堂
は
、
二
〇
一
九
年
一
月

に
献
堂
か
ら
六
〇
年
を
迎
え
た
。
敗
戦
（
一
九
四
五
年
）
間
も
な
い
一
九
四
八
年
四
月
、
新
学
制
に
よ
っ
て
開
学
し
た
本
学
で
は
、

被
災
し
た
旧
久
邇
宮
家
邸
の
広
大
な
跡
地
（
戦
後
に
映
画
会
社
「
大
映
」
が
所
有
。
一
九
四
七
〜
五
四
年
に
本
学
が
順
次
購
入
。
全
二
四

〇
〇
〇
坪
）
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
の
計
画
が
立
て
ら
れ
、
工
期
は
そ
の
後
一
〇
年
間
、
五
期
に
亘
っ
た
（
一
九
四
九
〜
五
九
年
＝
大

学
初
期
建
造
群
）（
図
１
）。
聖
堂
は
、
当
初
か
ら
大
学
の
中
心
を
な
す
べ
く
企
図
さ
れ
、
全
体
プ
ラ
ン
（
平
面
）
の
ま
さ
に
中
央
に
位

置
す
る
大
規
模
建
築
（
延
べ
面
積
一
七
八
二
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
、
最
終
第
五
期
、
一
九
五
八
〜
五
九
年
に
、
学
舎
二
号
館
お
よ

び
聖
心
会
渋
谷
修
道
院
の
「
コ
ン
ベ
ン
ト
」
と
と
も
に
、
着
工
さ
れ
竣
工
し
た
。
五
九
年
一
月
二
四
日
に
は
東
京
教
区
長
土
井
辰
雄
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大
司
教
の
司
式
の
も
と
で
献
堂
式
が
執
り
行
わ
れ
、
聖
心
会
の
創
立
者
、
聖
マ
グ
ダ
レ
ナ
・
ソ
フ
ィ
ア
（M

adeleine Sophie Barat
一
七
七
九
〜
一
八
六
五
年
、
一
九
二
五
年
列
聖
）
の
御
名
を
頂
い
た
。
そ
の
と
き
か
ら
、
第
二
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
（
一
九
六
三
〜
六

五
年
）
後
の
典
礼
改
革
を
経
て
祭
壇
周
辺
の
一
部
を
一
九
六
五
年
以
後
に
改
変
、
お
お
む
ね
当
初
の
姿
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
粛
々

と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
儀
式
が
執
行
さ
れ
、
修
道
院
の
メ
ン
バ
ー
、
本
学
の
学
生
た
ち
を
は
じ
め
、
広
く
人
び
と
の
日
々
の
祈
り
を

受
け
続
け
な
が
ら
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

以
下
の
報
告
は
、
本
学
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
に
よ
る
「
献
堂
六
〇
周
年
記
念
」
の
包
括
的
な
聖
堂
調
査
研
究
の
一
端
で
あ

る
。
当
聖
堂
の
キ
リ
ス
ト
教
聖
堂
と
し
て
の
建
築
的
特
徴
に
関
す
る
調
査
結
果
の
一
部
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
一
七
枚
の
聖
堂
設
計
図

（
一
九
五
七
年
十
一
月
三
日
付
、
日
建
設
計
工
務
社
作
成
）（
図
２
・
３
・
４
）
に
基
づ
き
な
が
ら
、
㈠
設
計
の
意
図
、
㈡
「
前
庭
」
お
よ

び
正
面
（
フ
ァ
サ
ー
ド
）、
㈢
身
廊
（
祈
り
の
空
間
）、
㈣
内
陣
（
儀
式
の
空
間
）
と
各
部
分
を
順
に
追
っ
て
検
討
し
て
ゆ
く
。
学
舎
（
一
、

二
号
館
）
や
講
堂
館
（
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
）
等
と
同
様
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
躯
体
と
す
る
近
代
的
大
規
模
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
工
法
で

建
て
ら
れ
た
な
か
に
、
い
か
に
本
学
の
建
学
の
精
神
を
顕
彰
し
つ
つ
、
西
洋
の
一
般
的
な
石
造
り
聖
堂
建
築
の
伝
統
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
同
時
に
ど
の
よ
う
な
独
自
の
工
夫
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
こ
の
聖
な
る
建
築
の
概
要

を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

㈠　

設
計
の
意
図

　

聖
堂
を
含
む
本
学
初
期
建
造
物
群
の
全
体
設
計
は
、
一
九
四
九
年
春
、
初
代
学
長
「
マ
ザ
ー
」
ブ
リ
ッ
ト
、「
マ
ザ
ー
」
シ
ッ
ケ
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ル
に
よ
る
面
談
、「
聖
心
女
子
大
学
建
築
後
援
会
」
に
も
寄
与
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
占
領
中
の
連
合
国
軍
総
司
令
部
）
と
の
交
渉
を
経
て
、

建
築
家
竹
腰
健
造
（
一
八
八
八
〜
一
九
八
一
年
）
に
委
嘱
さ
れ
た
。
竹
腰
は
、
東
京
帝
国
大
学
工
科
を
卒
業
後
、
英
国
に
渡
り
、
建

築
士
資
格
（
Ａ
Ｒ
Ａ
）
を
得
て
、
帰
国
後
は
住
友
財
閥
系
の
ト
ッ
プ
建
築
家
の
ひ
と
り
と
し
て
、
す
で
に
、
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
現
三
井
住
友
銀
行
大
阪
支
店
、
一
九
二
六
年
）、
大
阪
証
券
取
引
所
（
現
本
館
玄
関
部
、
一
九
三
五
年
）、
日
本
生
命
保
険
本
店
新
本
館

（
一
九
三
九
年
）
な
ど
、
近
代
的
オ
フ
ィ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
施
工
お
よ
び
設
計
を
手
掛
け
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
丸
ノ
内
ビ
ル
ヂ

ン
グ
（
一
九
二
三
／
一
九
二
四
年
＝
一
九
九
九
年
解
体
）
や
東
京
中
央
郵
便
局
（
旧
局
舎
、
一
九
三
二
年
）
等
と
並
ん
で
、
当
時
最
新
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
に
よ
る
欧
米
的
な
大
規
模
建
築
で
あ
り
、
古
代
ロ
ー
マ
以
来
の
バ
シ
リ
カ
（
矩
形
長
堂
）
形
式
に
よ
り
な

が
ら
、
機
能
的
で
合
理
的
な
建
築
造
形
の
理
念
が
明
ら
か
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
風
を
取
り
入
れ
、
そ
の
壮
大
な
外
観
は
、
無
装
飾
で
簡
素
、

壁
面
に
深
く
切
ら
れ
た
数
多
く
の
開
口
部
、
直
線
的
な
矩
形
の
窓
が
整
然
と
並
び
、
そ
れ
が
明
快
で
安
定
し
た
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
荘

重
か
つ
「
モ
ダ
ン
」
な
雰
囲
気
を
生
み
出
し
て
い
た
。

　

新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
複
合
建
築
の
設
営
は
、
竹
腰
に
と
っ
て
敗
戦
後
の
初
仕
事
で
（
一
九
五
〇
年
、
双
星
社
竹
腰
事
務
所
創
設
。
同
年

に
日
建
設
計
工
務
社
設
立
）（
施
工
は
清
水
建
設
）、
戦
後
の
荒
廃
し
た
混
乱
の
な
か
に
あ
っ
て
、
聖
心
の
「
マ
ザ
ー
」
た
ち
の
「
敬

虔
」
で
「
優
れ
た
」
精
神
に
触
れ
て
、「
心
機
一
転
」
の
「
意
欲
に
燃
え
て
」
設
計
、
工
務
に
専
心
し
た
と
記
し
て
い
る
。

　

残
さ
れ
た
当
初
の
完
成
予
想
鳥
瞰
図
（
一
九
四
九
年
五
月
付
）（
図
５
）
に
よ
れ
ば
、
聖
堂
は
、
被
災
し
た
旧
久
邇
宮
邸
本
館
を
平

屋
洋
館
に
改
築
し
た
「
ク
ニ
ハ
ウ
ス
」（
大
学
受
付
、
大
会
議
室
等
を
設
置
。
一
九
四
九
年
＝
も
と
一
九
一
九
年
、「
車
寄
せ
」
部
分
の
み

現
存
）、
二
階
に
大
講
堂
を
擁
す
る
フ
ロ
ン
ト
・
ホ
ー
ル
館
（
現
「
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
」、
一
九
五
四
年
）、
広
い
中
庭
の
広
が
る
二
棟
の

学
舎
（
三
階
建
の
一
号
館
、
一
九
五
〇
／
五
二
年
と
四
階
建
二
号
館
、
一
九
五
九
年
）、
修
道
院
施
設
（
二
階
建
「
セ
ン
ト
ジ
ェ
ラ
ル
ド
」
は
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一
階
が
食
堂
、
二
階
は
修
道
院
施
設
、
一
九
五
一
年
＝
一
九
九
〇
年
改
築
）
で
囲
ま
れ
、
一
号
館
北
面
に
祭
壇
側
を
接
し
て
設
置
す
る
構

成
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
聖
堂
が
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
で
全
体
の
中
心
に
位
置
し
つ
つ
、
い
っ
そ
う
の
静
謐
を
保
つ
こ
と
を
目
指

し
た
構
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

聖
堂
も
含
め
て
こ
れ
ら
初
期
建
築
群
の
各
施
設
は
、
基
本
的
に
は
戦
前
の
大
規
模
オ
フ
ィ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
同
様
の
造
形
理

念
と
工
法
に
よ
っ
て
、
全
体
的
な
統
一
感
と
調
和
を
尊
重
し
な
が
ら
建
造
さ
れ
て
い
っ
た
。
ど
の
建
物
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
矩
形
プ
ラ
ン
で
、
立
面
で
も
直
線
的
構
成
が
貫
か
れ
、
壁
面
は
簡
素
で
無
装
飾
、
縦
長
の
窓
や
扉
口
が
乱
れ
る
こ
と
な
く
連
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
で
も
戦
前
の
竹
腰
設
計
の
オ
フ
ィ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
比
較
す
る
と
、
開
口
部
は
二
連
一
組
の
縦
長
窓
と
さ
れ
て

よ
り
縦
長
で
大
き
く
、
随
所
に
地
上
か
ら
二
階
、
三
階
ま
で
延
び
る
柱
壁
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
一
号
館
や
二
号
館
の
西
扉
口
面
＝
図

６
、
図
１
参
照
）。
そ
れ
ら
が
あ
い
ま
っ
て
、
よ
り
明
快
に
垂
直
感
が
強
調
さ
れ
、
よ
り
繊
細
で
洗
練
さ
れ
た
様
相
を
呈
し
て
、
重
々

し
い
厳
格
さ
が
注
意
深
く
排
除
さ
れ
て
い
る
の
が
、
新
し
い
時
代
の
学
舎
に
相
応
し
く
、
新
鮮
な
の
だ
っ
た
。
ま
た
四
基
の
大
角
柱

か
ら
成
る
、
新
古
典
主
義
風
の
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
の
正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
図
７
）
に
し
て
も
、
そ
の
垂
直
的
な
上
昇
感
が
、
権
威

的
威
圧
感
を
凌
い
で
、
堅
固
で
あ
り
な
が
ら
、
伸
び
や
か
な
美
観
を
生
み
出
し
て
い
る
の
が
設
計
上
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。

㈡　
「
前
庭
」
お
よ
び
正
面
（
フ
ァ
サ
ー
ド
）

　
「
聖
堂
」
は
最
終
第
五
期
の
建
造
だ
っ
た
（
一
九
五
八
年
十
二
月
に
完
成
）。
と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
聖
心
会
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神



87

聖心女子大学の聖堂建築──創建の経緯と概要──

を
基
盤
と
す
る
教
育
理
念
を
掲
げ
、
ま
た
修
道
院
施
設
を
擁
す
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
建
設
当
初
か
ら
、
儀
式
を
執
行
し
、
日
々

の
祈
り
を
捧
げ
る
礼
拝
空
間
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
そ
こ
で
工
期
の
初
め
に
、
敷
地
内
の
戦
災
を
免
れ
た
久
邇
宮
邸
の
「
御
常
御
殿
」

を
移
築
し
（
も
と
一
九
二
二
〜
二
四
年
に
建
造
の
近
代
的
和
風
入
母
屋
造
り
、
現
「
パ
レ
ス
」
＝
二
〇
一
七
年
に
国
の
重
要
文
化
財
指
定
）、

そ
の
「
謁
見
室
」
に
仕
切
り
を
立
て
て
高
祭
壇
を
配
置
し
て
礼
拝
室
と
し
た
。
後
の
学
舎
一
号
館
建
設
に
際
し
て
、
そ
の
東
棟
一
階

の
一
室
に
質
素
な
が
ら
も
天
井
に
太
い
木
材
の
梁
を
架
け
た
、
重
厚
な
雰
囲
気
漂
う
仮
聖
堂
を
設
け
（
一
九
五
〇
年
四
月
祝
別
、
現
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）（
図
８
）、
本
格
的
な
聖
堂
の
創
建
を
待
っ
た
。

　

後
日
竣
工
し
た
「
聖
堂
」
は
、
一
号
館
や
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
、
二
号
館
と
同
様
に
、
躯
体
の
壁
面
や
床
面
を
灰
白
色
の
テ
ラ
ゾ
ー

（
人
造
大
理
石
材
）
を
用
い
て
石
造
風
外
観
と
し
、
西
洋
の
大
規
模
な
キ
リ
ス
ト
教
聖
堂
の
長
堂
バ
シ
リ
カ
式
伝
統
を
尊
重
し
た
構
想

に
よ
る
独
立
建
築
で
あ
っ
た
。

　

正
面
扉
口
を
北
側
に
開
く
聖
堂
入
口
の
前
面
は
、
四
方
を
「
セ
ン
ト
ジ
ェ
ラ
ル
ド
」（
東
側
）、
学
舎
二
号
館
（
当
初
は
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
校
舎
）（
北
側
）
お
よ
び
「
ク
ニ
ハ
ウ
ス
」（
西
側
）、
そ
れ
に
そ
れ
ら
を
二
階
で
繋
ぐ
独
特
な
坑
道
状
の
「
渡

り
廊
下
」（
そ
の
一
階
部
分
は
通
り
抜
け
で
き
る
角
柱
列
構
造
）
で
囲
ま
れ
る
「
中
庭
」
を
成
し
て
い
た
。
こ
の
中
庭
は
、
西
洋
中
世
初

期
以
来
の
バ
シ
リ
カ
式
大
規
模
聖
堂
に
お
け
る
、
入
堂
前
に
身
を
浄
め
る
場
所
、
す
な
わ
ち
四
方
に
列
柱
廊
を
巡
ら
し
た
「
前
庭
」

（
ア
ト
リ
ウ
ム
）
に
相
当
す
る
「
入
堂
の
準
備
」
の
た
め
の
空
間
で
も
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
、
西
側
に
五
階
建
て
の
三
号
館
（
設
計

は
丹
下
健
三
）
が
創
建
さ
れ
、
よ
り
閉
ざ
さ
れ
た
「
前
庭
」
形
式
に
近
づ
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
望
む
正
面
扉
口
全
体
（
フ
ァ
サ
ー
ド
）（
図
９
）
は
、
幅
二
三
、
高
さ
約
一
五
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
直
線
的
な
構
成
で
、

中
央
最
上
部
に
十
字
架
を
掲
げ
る
鐘
塔
を
頂
い
て
い
る
。
内
部
構
造
に
従
っ
て
五
分
さ
れ
た
う
ち
の
中
央
部
（
幅
は
聖
堂
身
廊
【
後
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述
】
と
同
じ
）
で
は
、
石
造
聖
堂
建
築
の
「
控
え
壁
」（
バ
ッ
ト
レ
ス
）
を
模
し
た
柱
三
基
が
、
地
上
か
ら
最
上
部
の
植
物
文
様
を
施

し
た
石
造
の
「
装
飾
パ
ネ
ル
」
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
一
気
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
垂
直
の
直
線
的
構
造

は
、
縦
長
の
大
窓
（「
十
字
架
」
を
暗
示
す
る
内
枠
で
仕
切
る
）
と
合
わ
せ
て
、
全
体
に
均
斉
の
と
れ
た
清
楚
な
印
象
を
与
え
な
が
ら
、

明
快
で
軽
や
か
な
上
昇
感
の
表
出
が
企
図
さ
れ
て
い
た
。
地
上
に
あ
っ
て
、
神
に
捧
げ
、
常
に
上
方
の
彼
方
、
聖
な
る
天
上
世
界
を

希
求
す
る
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
聖
堂
本
来
の
理
念
が
現
れ
た
一
面
で
あ
る
。

㈢　

身
廊
（
祈
り
の
空
間
）

　

フ
ァ
サ
ー
ド
の
中
央
大
扉
か
ら
入
っ
て
進
む
と
、
こ
の
聖
堂
に
独
特
な
「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
」（
図
10
）
で
あ
る
。
床
に

大
理
石
を
敷
き
詰
め
た
こ
の
空
間
は
、
一
般
的
に
は
玄
関
廊
（
ナ
ル
テ
ク
ス
）
と
呼
ば
れ
る
悔
悛
者
や
未
洗
礼
者
の
た
め
の
場
所
な

の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
セ
ン
ト
ジ
ェ
ラ
ル
ド
（
東
側
）、
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
お
よ
び
ク
ニ
ハ
ウ
ス
（
西
側
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
二
階
が

「
渡
り
廊
下
」
に
よ
っ
て
繋
が
れ
、
東
側
廊
下
を
通
っ
て
聖
心
会
修
道
院
の
メ
ン
バ
ー
が
ホ
ー
ル
か
ら
入
堂
し
、
西
側
か
ら
は
学
生

そ
の
他
の
人
び
と
（
会
衆
）
が
こ
の
ホ
ー
ル
に
参
入
す
る
、
す
な
わ
ち
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が
交
じ
り
合
い
、
肩
を
並
べ
て
聖
堂
内

に
歩
を
進
め
る
空
間
な
の
で
あ
る
。『
献
堂
式
報
告
書
』（
一
九
五
九
年
一
月
二
四
日
付
、
加
藤
和
哉
訳
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
九
年
の

献
堂
式
の
な
か
で
、
当
聖
堂
を
聖
マ
グ
ダ
レ
ナ
・
ソ
フ
ィ
ア
に
捧
げ
る
感
動
的
な
祈
り
と
儀
式
が
執
行
さ
れ
た
の
は
こ
の
ホ
ー
ル
に

お
い
て
だ
っ
た
。

　

内
部
に
設
け
ら
れ
た
「
玄
関
廊
」
か
ら
参
入
す
る
こ
の
聖
堂
（
図
11
）
で
は
、
正
面
最
奥
（
南
側
）
の
段
石
上
の
高
み
に
、
儀
式
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と
祈
り
の
中
心
で
あ
る
祭
壇
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
が
聖
堂
建
築
の
全
体
構
想
の
核
心
を
成
し
て
い
る
。
祭
壇
に
正
対
し
て
向
き
合
う

「
身
廊
」
は
、
人
び
と
が
各
種
典
礼
の
儀
式
に
参
加
し
、
礼
拝
の
祈
り
を
捧
げ
る
敬
虔
空
間
で
（
七
〇
〇
人
超
収
容
。
幅
一
六
、
入
口

扉
か
ら
の
奥
行
二
五
、
天
井
ま
で
の
高
さ
一
二
メ
ー
ト
ル
）、
や
や
幅
広
な
の
は
、
東
西
横
脇
に
修
道
女
た
ち
の
た
め
の
一
連
の
椅
子
席

を
設
け
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
構
成
は
、
多
く
の
聖
心
会
学
校
附
属
聖
堂
に
共
通
す
る
構
想
に
倣
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

そ
の
身
廊
で
は
、
東
西
そ
れ
ぞ
れ
に
太
い
六
基
の
角
柱
の
列
柱
（
各
柱
頭
部
に
西
洋
の
古
代
か
ら
中
世
に
受
け
継
が
れ
た
植
物
文
様
が

浅
く
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
）
が
、
高
く
、
重
い
天
井
を
支
え
な
が
ら
、
力
強
い
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
広
い
空
間
に
安
定
感
を
も
た
ら
す

と
同
時
に
、
身
廊
か
ら
溢
れ
た
人
び
と
の
た
め
の
「
側
廊
」
空
間
を
区
切
っ
て
い
る
（
図
２
・
３
参
照
）。

　

身
廊
の
天
井
は
西
洋
の
石
造
り
聖
堂
の
「
交
叉
リ
ブ
ヴ
ォ
ー
ル
ト
」
を
模
倣
す
る
手
法
で
架
け
ら
れ
た
（
図
12
）。
六
基
の
角
柱

で
五
分
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
に
、
小
天
井
（
ヴ
ォ
ー
ル
ト
）
を
架
け
て
連
結
す
る
の
で
あ
る
。
各
々
が
穏
や
か
な
四
曲
面
か
ら
成
る
直

方
体
の
形
体
で
、
そ
れ
ら
曲
面
を
対
角
線
（
鉄
骨
に
よ
る
梁
＝
リ
ブ
）
で
補
強
し
、
梁
の
交
点
（
石
造
り
天
井
に
お
け
る
石
組
み
の
中
心

で
あ
る
「
要
石
」）
部
に
は
、
円
形
の
人
工
照
明
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
和
風
の
「
平
天
井
」
工
法
を
避
け
て
、
曲
面
小
天
井
を
連

結
す
る
構
成
を
採
用
し
、
円
形
ラ
イ
ト
を
用
い
て
天
井
自
体
に
照
明
光
を
広
げ
る
工
夫
を
こ
ら
し
た
結
果
、
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
天
井
の
重
さ
が
も
た
ら
す
重
苦
し
い
圧
迫
感
を
大
幅
に
軽
減
で
き
た
。

　

天
井
を
支
え
る
壁
面
（
東
西
各
六
面
。
側
廊
天
井
か
ら
上
部
）
に
は
、
東
西
と
も
六
面
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
の
開
口
部
が

切
ら
れ
て
い
る
（
北
側
壁
は
階
上
廊
に
面
す
る
二
連
縦
長
窓
の
み
）（
図
13
・
13
―
2
）。
西
洋
に
伝
統
的
な
「
高
窓
」
風
（
ク
リ
ア
ス
ト

ー
リ
ー
状
）
の
構
成
で
、
い
ず
れ
も
丸
窓
と
三
角
窓
、
上
部
が
半
円
形
の
縦
長
窓
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
（
全
体
で
高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
）、

朝
（
東
面
）、
夕
（
西
面
）
を
通
し
て
陽
光
を
採
り
入
れ
、
身
廊
の
み
な
ら
ず
聖
堂
内
部
全
体
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
。
丸
窓
の
内
枠
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が
「
十
字
架
」
を
象
る
以
外
に
は
装
飾
や
色
彩
が
排
除
さ
れ
、
厚
い
窓
ガ
ラ
ス
を
通
過
す
る
透
明
な
光
は
、
聖
堂
内
に
禁
欲
的
で
静

謐
、
清
潔
な
雰
囲
気
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

　

身
廊
両
脇
の
側
廊
は
（
東
西
と
も
幅
三
、
高
さ
二
・
六
メ
ー
ト
ル
。
平
天
井
を
架
け
、
外
壁
に
五
つ
の
「
二
連
窓
」
を
開
く
）（
図
14
）、

身
廊
の
補
助
的
空
間
で
あ
る
一
方
、
東
西
七
基
の
角
柱
各
面
に
合
計
一
四
の
「
十
字
架
の
道
行
き
」
場
面
を
表
し
た
一
連
の
図
が
掲

げ
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
復
活
に
関
わ
る
特
別
な
信
心
業
「
十
四
留
の
黙
想
」
の
場
と
も
さ
れ
る
。

　

北
正
面
入
口
か
ら
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
、
玄
関
廊
に
か
け
て
は
、
祭
壇
ま
で
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
階
段
状
の
二
階
が
設

置
さ
れ
（
幅
一
六
、
奥
行
一
〇
メ
ー
ト
ル
）、
正
面
入
口
の
五
つ
の
大
窓
か
ら
外
光
を
採
り
入
れ
て
い
る
（
図
15
）。
当
初
か
ら
儀
式
と

祈
り
の
た
め
の
聖
歌
隊
席
と
さ
れ
た
空
間
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
「
階
上
廊
」（
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
）
と
呼
ば
れ
、
現
状
で
も
聖
堂
に
よ

っ
て
は
聖
歌
隊
席
に
加
え
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
等
が
置
か
れ
る
の
が
し
ば
し
ば
だ
が
、
も
と
も
と
は
女
性
信
徒
、
皇
族
や
王
族
を
始

め
と
す
る
貴
顕
の
た
め
の
特
別
席
な
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
身
廊
部
と
同
じ
形
式
で
「
交
叉
リ
ブ
ヴ
ォ
ー
ル
ト
」
状
小
天
井
が
架

け
ら
れ
、
身
廊
部
空
間
と
の
連
続
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

㈣　

内
陣
（
儀
式
の
空
間
）

　

聖
堂
南
奥
が
、
典
礼
執
行
の
中
心
で
あ
る
祭
壇
を
設
置
し
た
司
式
の
場
所
、「
内
陣
」
で
あ
る
（
図
16
）。
こ
の
内
陣
全
体
は
、
半

円
形
プ
ラ
ン
（
半
径
約
八
・
七
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
）
で
、
身
廊
の
天
井
と
同
様
の
高
さ
（
地
上
約
一
二
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
丸
味
を
帯
び
た

半
円
形
天
井
＝
半
ド
ー
ム
が
架
け
ら
れ
、
古
代
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
風
に
（
ロ
ー
マ
の
パ
ン
テ
オ
ン
等
）
天
頂
部
に
丸
窓
「
オ
ク
ル
ス
」
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を
開
き
（
直
径
二
メ
ー
ト
ル
程
、
屋
上
に
天
蓋
を
掲
げ
る
）、
内
部
電
灯
も
加
え
て
、
内
陣
に
照
明
の
光
を
導
い
て
い
る
（
図
17
）。
段

石
と
ア
ー
ケ
ー
ド
状
の
「
障
柵
」（
一
九
六
五
年
頃
ま
で
は
聖
体
拝
領
台
と
し
て
使
わ
れ
た
）
に
よ
っ
て
身
廊
か
ら
仕
切
ら
れ
た
う
え
に
、

祭
壇
の
台
座
も
含
め
て
床
面
に
貴
重
な
大
理
石
を
用
い
て
い
る
の
は
、
聖
堂
の
な
か
で
も
こ
こ
が
格
別
の
一
画
で
あ
る
こ
と
を
示
す

た
め
で
あ
る
。
ま
た
別
に
、
祭
壇
前
に
西
洋
の
初
期
聖
堂
建
築
以
来
の
「
勝
利
門
型
ア
ー
チ
」
の
形
式
を
模
し
て
、
身
廊
に
向
け
て

半
円
形
大
ア
ー
チ
壁
を
建
て
付
け
た
の
は
、
祭
壇
周
り
の
至
聖
所
（
ア
プ
シ
ス
）
を
、
よ
り
奥
ま
っ
た
神
秘
的
な
空
間
と
し
て
印
象

付
け
る
工
夫
だ
っ
た
（
図
16
、
図
２
・
３
・
11
参
照
）。

　

こ
の
大
ア
ー
チ
の
壁
面
に
は
、
台
座
上
の
大
型
石
造
彫
刻
「
祈
る
聖
母
」（
俯
い
て
胸
の
前
で
合
掌
す
る
。
足
下
に
黙
示
録
の
「
月
」

と
創
世
記
の
「
蛇
」
を
踏
む
）（
東
側
）
と
「
幼
児
イ
エ
ス
を
抱
く
ヨ
セ
フ
」（
長
髪
、
顎
鬚
の
壮
年
像
。
右
手
に
マ
リ
ア
の
求
婚
者
と
し
て

神
殿
に
納
め
た
「
花
が
咲
き
開
く
棒
」
を
持
つ
）（
西
側
）
が
配
置
さ
れ
、
も
と
は
ア
プ
シ
ス
後
方
の
高
所
に
掲
げ
ら
れ
た
よ
り
大
型
の

「
み
こ
こ
ろ
の
イ
エ
ス
」
像
へ
と
聖
堂
に
集
う
人
び
と
の
視
線
を
導
い
て
い
た
（
こ
れ
ら
三
体
の
大
彫
刻
は
、
長
崎
の
彫
刻
家
上
田
十
米

蔵
【
一
九
一
二
〜
九
二
年
】
の
作
で
あ
る
。
こ
の
群
像
に
つ
い
て
は
調
査
報
告
別
稿
参
照
）。

　

祭
壇
の
後
方
に
は
、
ア
プ
シ
ス
の
最
奥
に
ア
ー
チ
型
の
飾
壁
（
レ
タ
ブ
ル
ム
）
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
を
飾
る
モ
ザ
イ
ク
の
輝
き
が

内
陣
の
み
な
ら
ず
、
装
飾
性
を
排
し
た
聖
堂
全
体
の
な
か
で
際
立
っ
て
い
る
（
図
18
）。
創
建
当
初
は
全
面
を
黄
金
の
ガ
ラ
ス
・
モ

ザ
イ
ク
地
で
覆
い
、
台
座
の
う
え
に
、
正
面
向
き
で
両
腕
を
挙
げ
て
祈
り
の
ポ
ー
ズ
（
オ
ラ
ン
ス
）
を
と
り
、
そ
の
愛
の
象
徴
で
あ

る
胸
の
「
み
こ
こ
ろ
」（
心
臓
）
を
示
す
「
み
こ
こ
ろ
の
イ
エ
ス
」
像
を
掲
げ
て
い
た
の
で
あ
る
（
図
16
参
照
）。
こ
の
イ
エ
ス
彫
像

は
、
パ
リ
の
サ
ク
レ
・
ク
ー
ル
聖
堂
（Basilique du Sacré -C

œ
ue de M

ontm
artre, 

一
八
七
七
〜
一
九
一
四
年
）
の
祭
壇
上
方
の
天

井
モ
ザ
イ
ク
画
と
同
様
の
図
像
で
あ
る
。
典
礼
改
革
期
の
一
九
六
五
年
頃
に
は
、
こ
の
聖
像
は
壁
面
か
ら
取
り
外
さ
れ
て
（
後
の
二
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〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
聖
像
を
損
失
し
た
、
近
隣
の
カ
ト
リ
ッ
ク
麻
布
教
会
に
寄
贈
、
移
管
さ
れ
た
）、
七
宝
焼
き
の
タ
イ

ル
・
モ
ザ
イ
ク
に
よ
る
、
死
を
克
服
し
て
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
を
象
る
「
勝
利
の
十
字
架
」
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
大
型
十
字
架
の

バ
ッ
ク
に
は
、「（
聖
心
会
の
）
創
立
者
が
深
く
愛
さ
れ
た
「【
キ
リ
ス
ト
と
共
に
あ
る
】
聖
母
の
苦
し
み
」
の
「
七
滴
の
涙
」
の
シ

ン
ボ
ル
」（
山
崎
渾
子
）
が
色
彩
鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
た
。

　

元
来
祭
壇
は
、
救
い
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
上
で
の
犠
牲
の
死
を
記
念
し
て
執
行
さ
れ
る
聖
餐
式
の
テ
ー
ブ
ル
で
あ
り
、

典
礼
な
か
で
の
人
び
と
の
祈
り
と
聖
霊
の
交
流
の
場
と
も
考
え
ら
れ
て
来
た
。
こ
の
聖
堂
に
お
い
て
は
、
当
初
の
キ
リ
ス
ト
彫
像
に

し
て
も
、
変
更
後
の
十
字
架
モ
ザ
イ
ク
に
し
て
も
、
祭
壇
の
も
っ
と
も
間
近
に
掲
げ
ら
れ
て
、
祭
壇
が
「
キ
リ
ス
ト
と
人
び
と
の
出

会
い
の
場
」
で
あ
る
の
を
率
直
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
祭
壇
は
、
視
覚
的
に
も
聖
堂
の
中
心
と
し
て
、
聖
堂
内
の
ど
こ
か
ら
で
も

目
視
で
き
る
よ
う
に
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
聖
堂
設
計
上
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
祭
壇
の
前
面
中

央
の
浮
彫
「
清
ら
か
な
百
合
の
花
輪
」
に
囲
ま
れ
た
「
聖
体
の
シ
ン
ボ
ル
」「
十
字
架
を
頂
き
、
茨
に
囲
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
み
こ

こ
ろ
」「
剣
の
刺
さ
っ
た
聖
母
の
み
こ
こ
ろ
」（
図
19
）
は
、
も
と
よ
り
聖
心
会
女
子
学
院
の
記
章
の
図
像
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
教

育
理
念
が
聖
堂
で
の
儀
式
と
祈
り
の
な
か
に
表
明
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

　

祭
壇
脇
に
は
、
東
西
そ
れ
ぞ
れ
に
内
陣
の
半
円
形
プ
ラ
ン
に
沿
う
二
基
（
全
四
基
）
の
角
柱
で
区
切
ら
れ
た
外
側
に
、
二
階
建
て

で
、
司
式
で
用
い
る
聖
具
お
よ
び
祭
服
等
を
収
め
る
「
聖
具
・
司
式
準
備
室
」（
サ
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
）
と
「
告
解
室
」（
コ
ン
フ
ェ
シ
オ
）

（
東
側
）、「
礼
拝
所
」（
カ
ペ
ッ
ラ
）（
西
側
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
外
壁
面
に
五
つ
の
縦
長
窓
が
開
か
れ
る
）（
図
２
参
照
）。

こ
の
礼
拝
所
は
、
側
廊
に
副
ア
プ
シ
ス
を
設
け
た
三
ア
プ
シ
ス
構
成
の
伝
統
に
基
づ
く
も
の
で
、
こ
こ
で
は
、
南
西
側
の
小
扉
口
か

ら
入
堂
し
、
聖
堂
で
儀
式
が
執
行
さ
れ
る
間
に
も
、
そ
れ
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
常
時
、
人
び
と
が
祭
壇
に
向
か
い
、
私
的
な
祈
り
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を
捧
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
場
所
な
の
で
あ
る
。

　　

戦
後
す
ぐ
の
一
九
四
八
年
に
構
想
、
翌
四
九
年
に
着
工
さ
れ
、
一
〇
年
後
の
一
九
五
九
年
に
完
成
し
た
「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の

「
初
期
建
築
群
」
は
、
学
舎
（
一
号
館
、
二
号
館
）、
講
堂
館
（
マ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
）、
そ
し
て
聖
心
会
修
道
院
と
聖
堂
か
ら
成
る
複
合

建
築
で
あ
り
、
全
体
的
な
統
一
感
と
調
和
が
保
た
れ
て
い
た
。
各
施
設
と
も
、
戦
前
か
ら
の
大
規
模
オ
フ
ィ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

機
能
的
で
「
モ
ダ
ン
」
な
造
形
性
を
洗
練
さ
せ
、
近
代
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
を
駆
使
し
て
、
随
所
で
過
剰
な
重
厚
感
や
装

飾
性
を
排
除
し
、
明
快
で
率
直
、
清
楚
な
空
間
の
創
出
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
聖
堂
建
築
は
、
西
洋
の
伝
統
的
構
想
を

尊
重
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
修
道
院
の
霊
的
観
想
生
活
に
も
相
応
し
く
、
同
時
に
広
く
学
生
に
開
か
れ
た
新

た
な
時
代
の
「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
し
て
設
営
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

初
期
建
築
群
の
構
成
で
は
、（
学
舎
一
号
館
と
セ
ン
ト
ジ
ェ
ラ
ル
ド
を
結
ぶ
）
坑
道
状
「
渡
り
廊
下
」
と
聖
堂
の
間
に
開
か
れ
た
東

の
「
中
庭
」
は
、
修
道
院
施
設
に
近
い
奥
ま
っ
た
静
謐
空
間
で
、
聖
堂
を
建
築
群
の
中
心
に
囲
み
込
む
機
能
だ
け
で
な
く
、
修
道
会

メ
ン
バ
ー
の
霊
的
な
「
瞑
想
」
の
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
構
想
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
西
洋
の
修
道
院
建
築
で
は
、
中
世
以
来
、

儀
式
と
祈
り
の
場
で
あ
る
「
聖
堂
」
に
接
し
て
、
四
方
を
屋
根
付
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
囲
っ
た
中
庭
「
回
廊
」（
ク
ラ
ウ
ス
ト
ル
ム
）
を

設
け
、
日
々
の
一
定
時
間
、
そ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
瞑
想
を
深
め
る
こ
と
が
義
務
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
中
庭
か
ら
は
、
聖
堂
の
東
側
外
観
が
樹
々
の
木
立
の
間
か
ら
見
渡
せ
る
（
図
20
、
図
４
参
照
）。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
の

縦
長
窓
か
ら
身
廊
壁
の
組
み
合
わ
せ
高
窓
、
そ
の
下
の
側
廊
壁
に
開
か
れ
た
二
連
窓
、
内
陣
周
り
の
二
階
建
て
外
壁
の
縦
長
窓
が
、

水
平
に
二
層
を
成
し
て
整
然
と
並
ぶ
立
面
は
、
正
面
入
口
上
の
鐘
塔
、
祭
壇
上
部
丸
窓
の
天
蓋
を
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、
合
理
的
で



94

均
斉
の
と
れ
た
構
成
で
あ
り
つ
つ
単
調
に
陥
ら
ず
、
創
建
六
〇
年
を
経
た
今
日
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
透
明
な
窓
ガ
ラ
ス
を
通
し
て

陽
光
を
堂
内
に
導
き
な
が
ら
、
静
か
に
息
づ
い
て
い
る
。

　

資
料
・
参
考
文
献
等

【
一
】　

本
報
告
で
基
本
的
資
料
と
し
た
の
は
、
日
建
設
計
工
務
社
の
聖
堂
設
計
図
面
一
七
枚
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
聖
心
女
子

大
學
新
築
第
五
期
工
事
／CH

A
PEL

／
縮
尺
1
／
100
／
（
昭
和
）
32
年
11
月
3
日
／
設
計
番
号
629
／
日
建
設
計
工
務
株
式
會

社
」
の
付
記
が
あ
る
。
図
面
上
の
単
位
は
「
尺
」
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
日
建
設
計
（
現
在
名
）
か
ら
本
学
の

キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
に
提
供
さ
れ
た
。
図
版
掲
載
に
当
た
っ
て
は
（
図
１
、
２
、
３
）、
報
告
者
（
安
發
）
が
図
面
コ
ピ
ー

に
補
筆
し
た
。

【
二
】　

本
聖
堂
を
含
む
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
営
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
以
下
を
参
考
し
た
。

①　

三
好
切
子
『
聖
マ
グ
ダ
レ
ナ
・
ソ
フ
ィ
ア
の
生
涯
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
（
最
終
章
「
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
へ
」
二
三

四
〜
二
四
四
頁
）

②　

竹
腰
健
造
『
幽
泉
自
叙
』
創
元
社
、
一
九
八
〇
年
（「
聖
心
と
の
出
出
合
い
」
二
五
一
〜
二
五
五
頁
）。

　

竹
腰
は
、「
新
キ
ャ
ン
パ
ス
」
建
設
と
並
行
し
て
、
神
戸
海
星
女
子
学
院
（
一
九
五
二
年
）、
戦
禍
焼
失
後
の
東
京
聖
心
女
子
学

院
本
館
（
一
九
五
六
年
）、
小
林
聖
心
女
子
学
院
の
聖
堂
（
一
九
六
五
年
）
の
各
建
築
に
も
携
わ
っ
た
。

③　

近
代
日
本
に
お
け
る
大
規
模
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
建
設
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
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・
竹
腰
②
（「
住
友
ビ
ル
建
設
に
着
手
」
一
一
〇
〜
一
一
三
頁
、「
住
友
の
建
築
課
」
一
三
五
〜
一
三
九
頁
）。

・
鈴
木
博
之
／
和
田
亨
編
・
解
説
『
図
面
で
み
る　

都
市
建
築
の
昭
和
』
柏
書
房
、
一
九
九
八
年
（
総
論
１
「
和
魂
洋
才
と
い
う

背
景
」
七
〜
八
頁
、
５
「
戦
後
へ
の
展
望
」
一
一
〜
一
二
頁
）。

・
大
橋
竜
太
他
編
・
著
『
建
築
史　

日
本
・
西
洋
』「
建
築
史
」
編
集
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
（
第
二
部
「
日
本
近
代
建
築
史
」
四

二
〜
六
二
頁
）
他
。

④　
『
聖
心
女
子
大
学
一
九
一
六
〜
一
九
四
八
〜
一
九
九
八
』
聖
心
女
子
大
学
、
一
九
九
八
年
（
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
出
版
）

（
第
二
章
１
「
戦
後
の
大
学
制
度
改
革
と
女
子
大
学
連
盟
」
一
五
〜
一
七
頁
、
同
２
「
大
学
校
地
の
選
定
」
一
七
〜
一
八
頁
、
第
三
章
３

「
開
学
直
後
の
校
舎
」
二
五
〜
二
六
頁
、
同
７
「
大
学
建
築
計
画
の
実
現
と
経
済
協
力
」
三
〇
〜
三
四
頁
、
第
五
章
９
「
35
周
年
記
念
の

施
設
整
備
事
業
」
七
三
〜
七
五
頁
、
第
七
章
10
「
創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
展
開
」
一
〇
八
〜
一
〇
九
頁
）

⑤　
『
宗
教
と
文
化
』
聖
心
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
、
第
三
五
号
、
二
〇
一
九
年

・
山
崎
渾
子
「
聖
心
会
渋
谷
修
道
院
聖
堂
に
つ
い
て
」
四
〜
五
頁
。

・
加
藤
和
哉
訳
「
献
堂
式
報
告
書
」
一
一
〜
一
八
頁
。

・
乾
睦
子
「
聖
心
女
子
大
学
聖
堂
の
大
理
石
に
つ
い
て
」
二
九
〜
三
八
頁
。

【
三
】　

西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
聖
堂
建
築
に
関
す
る
主
要
参
考
文
献
は
以
下
で
あ
る
。

①　

Y.Christe etc., La gram
m

aire des form
s et des styles. Le m

onde chrétien, Fribourg, 1982 .

（
大
高
保
二
郎
／
岡
崎
文
夫

／
安
發
和
彰
訳
『
中
世　

美
の
様
式
』（
上
下
二
巻
）
連
合
出
版
、
一
九
九
一
年
（「
初
期
キ
リ
ス
ト
教
建
築
」
上
巻
三
一
〜
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四
〇
頁
。「
建
築
」
下
巻
一
二
〜
二
四
頁
、「
中
世
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
」
下
巻
一
五
二
〜
一
六
二
頁
）

②　

高
野
禎
子
「
闇
に
射
す
内
な
る
光
」『
季
刊iichiko

』
第
一
六
号
、
一
九
九
一
年
、
四
〜
一
六
頁
。

③　

馬
杉
宗
夫
『
大
聖
堂
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
二
年
（
第
一
章
「
教
会
の
起
源
と
そ
の
誕
生
」
二
〜
四

六
頁
、
第
二
章
「
修
道
院
建
築
」
四
七
〜
八
八
頁
）。

④　

前
川
道
郎
『
ゴ
シ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
』
学
芸
出
版
、
一
九
九
二
年
（
第
一
部
第
一
章
２
「
神
に
至
る
通
路　

キ
リ
ス
ト
教
の
バ

シ
リ
カ
」
二
四
〜
二
八
頁
、
４
「
建
築
的
機
能
主
義
」
三
三
〜
三
五
頁
）。

⑤　

辻
本
敬
子
／
ダ
ー
リ
ン
グ
常
田
『
図
説　

ロ
マ
ネ
ス
ク
の
教
会
堂
』（
ふ
く
ろ
う
の
本
）
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
三
年
（
第

一
章
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
」
二
二
〜
四
五
頁
）。

⑥　

加
藤
磨
珠
枝
／
益
田
朋
幸
『
西
洋
美
術
の
歴
史　

中
世
Ⅰ
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
（
第
一
章
３
「
聖
堂
建
築
の
始

ま
り
」
六
五
〜
八
四
頁
）。

⑦　

木
俣
元
一
／
小
池
寿
子
『
西
洋
美
術
の
歴
史　

中
世
Ⅱ
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
七
年
（
第
三
章
１
「
典
礼　

天
上
と
地

上
を
つ
な
ぐ
も
の
」
一
九
二
〜
二
〇
三
頁
、
第
三
章
２
「
典
礼
と
聖
堂
」
二
〇
三
〜
二
一
七
頁
）。

【
四
】　

本
聖
堂
の
両
側
廊
に
配
さ
れ
た
一
連
の
「
十
字
架
の
道
行
き
」
図
全
一
四
点
の
各
主
題
は
以
下
で
あ
る
。
①
「
手
を
洗

う
ピ
ラ
ト
（
死
刑
の
宣
告
）」、
②
「
十
字
架
を
負
う
」、
③
「
最
初
の
つ
ま
ず
き
」、
④
「
聖
母
に
会
う
」、
⑤
「
キ
レ
ネ
の
シ

モ
ン
の
助
力
」、
⑥
「
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
聖
顔
を
拭
う
」、
⑦
「
再
度
の
つ
ま
ず
き
」（
以
上
東
側
）、
⑧
「
エ
ル
サ
レ
ム
の
女
た
ち
を

慰
め
る
」、
⑨
「
三
度
目
の
つ
ま
ず
き
」、
⑩
「
聖
衣
剥
奪
」、
⑪
「
十
字
架
へ
の
釘
付
け
」、
⑫
「
十
字
架
上
の
死
」、
⑬
「
十
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字
架
降
下
（
聖
母
に
渡
さ
れ
る
）」、
⑭
「
墓
へ
の
埋
葬
」（
以
上
西
側
）。
人
び
と
は
、（
四
旬
節
の
聖
金
曜
日
に
）
そ
れ
ぞ
れ
の
図

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
前
で
祈
り
を
捧
げ
、
黙
想
を
繰
り
返
し
た
（「
十
字
架
の
道
行
き
」
の
信
心
業
、
十
四
留
の
黙
想
）。

①　

柳
宗
玄
／
中
森
義
宗
編
『
キ
リ
ス
ト
教
美
術
図
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
（「
十
字
架
へ
の
道
」
の
記
述
、
一
二
九
〜

一
三
〇
頁
他
）。

②　

和
田
誠
／
藤
川
長
喜
編
・
訳
『
十
字
架
の
道
行
の
祈
り
』
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
一
九
九
二
年
、
他
を
参
照
。

【
五
】　

本
聖
堂
内
陣
「
祭
壇
飾
り
壁
」
の
「
十
字
架
」
モ
ザ
イ
ク
は
、
聖
餐
式
（
ミ
サ
）
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
聖
餐
式
の
秘

蹟
に
お
い
て
は
、
祭
壇
上
で
司
祭
に
よ
っ
て
「
パ
ン
」
と
「
葡
萄
酒
」
が
、
キ
リ
ス
ト
の
「
聖
体
」
へ
と
聖
変
化
（
パ
ン
は
キ

リ
ス
ト
の
身
体
、
葡
萄
酒
は
キ
リ
ス
ト
の
血
）
さ
れ
る
。
十
字
架
は
、
キ
リ
ス
ト
の
「（
天
上
的
）
神
性
と
（
地
上
的
）
人
性
」
を

表
明
す
る
し
る
し
に
他
な
ら
な
い
。「
十
字
架
」
を
祭
壇
近
く
に
表
現
し
た
遺
例
と
し
て
は
、
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
サ
ン
タ
ポ
リ
ナ

ー
レ
・
イ
ン
・
ク
ラ
ッ
セ
聖
堂
ア
プ
シ
ス
の
モ
ザ
イ
ク
（
五
四
九
年
頃
）
他
が
あ
る
。

①　

浅
野
和
生
「
変
容　

十
字
架
が
象
徴
す
る
キ
リ
ス
ト
の
神
性
」『
名
画
へ
の
旅
２　

光
は
東
方
よ
り
』
講
談
社
、
一
九
九
四

年
、
九
六
〜
一
〇
六
頁
他
。

②　

木
俣
／
小
池
⑦
（
第
三
章
１
「
典
礼　

天
上
と
地
上
を
つ
な
ぐ
も
の
」
一
九
二
〜
二
〇
三
頁
）。

図
版
出
典

図
１　
『
聖
心
女
子
大
学1916

〜1948

〜1998

』
三
二
頁
（
安
發
補
筆
）
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図
２　

聖
堂
設
計
図
（
図
面
第
1
号
：
全
体
プ
ラ
ン
）（
安
發
補
筆
）

図
３　

聖
堂
設
計
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